
駐日モンゴル国大使館、参事官L.ダワージャルガル

新潟投資セミナー ２０１５年０4月17日

そうして
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本⽇お話しする内容

■モンゴルの経済
/輸出、輸⼊、GDP、経済指標/

■モンゴルの歴史

■モンゴル産業とビジネスチャンス
/分野毎の簡単な紹介、ビジネスチャンス/

/鉱業、インフラ（交通運輸、電⼒）、農業/畜
産、穀物、野菜栽培/、軽⼯業など/

■モンゴルの投資環境、EPA
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第⼀部. モンゴルの歴史

遊牧国家の歴史

⼟⽅，⻤⽅，⾺⽅ 紀元前１３００年代
⼭戎，獫狁，葷粥 紀元前８００年代前後
戎，狄，胡 紀元前６００年代前後
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匈奴，⽉⽒，東胡 紀元前209年
/2013–2222年記念⽇/

匈奴単于国 紀元前2世紀-１世紀
匈奴の南北分裂 紀元前４８年
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鮮卑⼤⼈国 ８７年- ３世紀
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柔然可汗国 ４０２年-５５５年
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突厥可汗国 ５世紀-７世紀
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回鶻可汗国 ７世紀-８世紀
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遼（契丹）とその後の分裂時代
１０世紀-１１世紀
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⼤モンゴル帝国建国の前
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Chingis Khaan
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１２２７年
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１２５９年
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MONGOL INVASION OF BAGHDAD
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蒙古襲来THE SAMURAI SUENAGA FACING MONGOL ARROWS 

AND BOMBS. 1293
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イメージ
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1305 LETTER (A ROLL MEASURING 302 BY 50 
CENTIMETRES (9.91 BY 1.64 FT)) FROM THE ILKHAN
MONGOL ÖLJAITÜ TO KING PHILIP IV OF FRANCE.
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現代のモンゴル⼈が住む地域
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近代史
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第⼆部. モンゴルの経済と投資貿易
に関するデーター
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・15歳未満人口は27％、65歳以上は3.8％
・出生時平均余命は男64.9歳、女74.3歳
・平均結婚年齢は男26.2歳、女24.2歳
・特殊出生率 2.5人（世界84位）

今のモンゴルはどんな国︖

チンギスハーン像（エルデネ
市）

■もはや「草原と遊牧の国」とは言えないモンゴル

■「胴上げ型」人口構成のモンゴル

・人口290万、その46％以上が首都に居住
・地方都市を入れると60％以上は都市部に居住
・農牧業人口は33%、しかし専業的な遊牧民は減少

■巨大な鉱山資源収入が見込まれるモンゴル

・オユトルゴイ鉱山（金・銅）；
世界第2位の埋蔵量

・タバントルゴイ炭鉱（石炭）；
埋蔵量60億トン（日本の輸入量30年分）

広⼤な国⼟、豊かな天然資源を持ち、急速な経済成⻑を続ける国

モンゴル 概要

巨⼤なグローバル資源市場への良好なアクセス 主要ポイント

領域: 156万平⽅キロメート
ル
⼈⼝: 306万⼈

経済成⻑国の中で相対的に⾼い
識字率及び若い⼈⼝構成を有す
る

未開拓の豊富な天然資源
複数の最⼤規模のグローバ
ル資源市場への良好なアク
セス

 グローバルに最も急速な経済成⻑を続ける国の⼀つ
 産業化を推進するために鍵となる豊富な鉱物資源
 直接投資及び貿易を⾏うための魅⼒的な環境
 ⾦融分野の強化

地域内でも特に発展した
⺠主主義

7回続けて⺠主主義に基づく
選挙を成功裏に実施

ロシア
2014 143

中国
8227 1351

韓国
1130 50

⽇本
5960 128

モンゴル
10 3

名⽬GDP 2012年（10億⽶ドル）
⼈⼝2012年（百万⼈）

出所: 世界銀⾏

3

1

2

実質GDP成⻑率

17.5%
(2011)

名⽬GDP

103億ドル
(2012)

⼀⼈当たり
GDP

12.4% 11.7%
(2012) （2013）

3365ドル
(2012)
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農牧業, 

14.8%

資源・鉱業, 20.2%

製造・加⼯業, 8.3%

建設, 3.5%運輸・物流, 4.8%

販売・⼩売, 

17.4%

⾦融, 4.7%

不動産, 7.3%

その他, 19.3%

ＧＤＰ⽐産業別構成（２０１３）

Source: Mongolian Statistical Yearbook 2013 etc.
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農牧業
5.3%

鉱業
0.7%

製造・加⼯業
8.1% エネルギー

0.3%建設
6.6%

流通・⼩売
43.9%

ホテル・飲⾷業
3.1%

運輸・通信
4.4%

⾦融
2.7%

不動産
10.3%

教育・医療、社会

サービス
7.8%

その他
6.7%

Source: Mongolian Statistical Yearbook 2013, etc.

業種別企業割合（２０１３）
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農牧業
29.8%

鉱業
4.6%

製造・加⼯業
7.3%エネルギー

1.3%

建設
6.6%

流通・⼩売
14.1%

ホテル・飲⾷業
2.9%

運輸・通信
7.5%

⾦融
1.9%

不動産
0.1%

教育・医療・社会

サービス
11.8%

その他
12.2%

農牧業、商業にかたよる労働⼒

Source: Mongolian Statistical Yearbook 2013, etc.

業種別就業⼈⼝（２０１３）
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貴⾦属・宝⽯
7.3%

繊維・織物
6.6%

原⽑・⽑

⽪及び加

⼯品
0.8%

その他
3.5%

鉱産物
81.8%

主要輸出概況品（２０１３）

Source: MSB,  ROTOBO, etc.

貴⾦属・宝⽯ 310

繊維・織物 283

原⽑・⽑⽪及び加⼯品 35

その他 150

鉱産物 3,495

合計 4,273

(ml.US$)
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「資源×中国」に依存する貿易
資源価格に左右される経済構造

中国
86.8%

英国
4.7%

カナダ
3.2%

ロシア
1.4%

イタリア
1.2%

ドイツ
0.4%

韓国
0.3%

⽇本
0.2%
ＵＡＥ
0.2%フランス

0.2%
その他
1.3%

Source: MSB,  ROTOBO, 
etc.

主要輸出相⼿国（２０１
３）

中国 3,710

英国 200.7

カナダ 135.5

ロシア 61.7

イタリア 51.5

ドイツ 18.4

韓国 13

⽇本 10.5

ＵＡＥ 8.8

フランス 8.5
その他 53.9

合計 4,273
(mil.US$)

⽯油製品
27.3%

機械・電機
22%

⾃動⾞・航空機
15.7%

卑⾦属及び製品
8.7%

⾷料品
6.5%

化学品
4.8%

その他
15%

⽯油製品 1,738

機械・電機 1,395.7

⾃動⾞・航空機 1,000.7

卑⾦属及び製品 551.6

⾷料品 412

化学品 301.9

その他 954.8

6,355

(mil.US$) Source: MSB,  ROTOBO, 
etc.

主要輸⼊概況品（２０１３）
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中国
28.7%

ロシア
24.6%⽶国

8.1%

韓国
8%

⽇本
7%

ドイツ
3.9%

ベラルーシ
2.4%

マレーシア
1.4%

カナダ
1.3%

シンガ

ポール
1% その他

13.6%中国 1,822.8

ロシア 1,561.3

⽶国 512.7

韓国 507.2

⽇本 444.1

ドイツ 249.8

ベラルーシ 155

マレーシア 87.9

カナダ 80.4

シンガポール 66.6

その他 866.9

6,354.7

(mil.US$) Source: MSB,  ROTOBO, 
etc.

主要輸⼊相⼿国（２０１３）

「中国」に集中する海外資本
⽇本からの投資は全体のわずか１．６％

0 100000 200000 300000 400000

その他
スイス

バミューダ諸島
ロシア

オーストラリア
⽇本
⾹港
⽶国
韓国

カナダ
シンガポール

英国バージン諸島
ルクセンブルグ

オランダ
中国

主要国別対モンゴル投資（１９９０〜２０１２．６）

1990-2010
2011
2012.06

(mil.US$)

32.5%

23.7%

9.2%
7.7%

5.6%

4.3%

3.0%

2.6%

1.8%

1.6%

1.6%

1.5%

1.1%

0.8%

2.9%

Source: ＦＩＲＲＤ/ＭＥＤ ROTOBO, etc.
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「資源」に集中する海外資本

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

2012.06

2011

1990-2010

73.9%

16.3%

1.5% 0.9% 0.9% 0.5% 0.5% 0.4% 0.4% 0.2% 0.1%

4.4%

(mil.US$)

ＦＤＩ累計（1990－2012．06）︓11,518百万ドル

Source: ＦＩＲＲＤ/ＭＥＤ ROTOBO, etc.

⽇本の存在感

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000
累計508社

モンゴル⽇本商⼯会
登録企業会員数︓ 42

社

在留邦⼈数︓約450名

Source: ＦＩＲＲＤ/ＭＥＤ ROTOBO, etc.

国別累計登録外国企業数（１９９０－２０１２．０６）

49.1%

17.8%

6.7%
4.2%

⽇本は最⼤のＯＤＡ 供与国だが・・・

40

ERINAビジネスセミナー（2015年4月17日）

©ERINA



42

ＧＤＰに占める割合 輸出に占める割合 国家歳入に占める割合 外国からの直接投資に
占める割合

17% 81% 23% 73%

2011     2012     2013

20 21
17

2011     2012     2013

89 91
81

2011     2012     2013

20 21 23

2011     2012     2013

78 81
73

経済と鉱⼭業
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主要な鉱物資源 認定埋蔵量 (2012年)

銅（千トン） 83,807

⽯炭（百万トン） 18,473

⾦（トン） 2,402

亜鉛（千トン） 1,740

鉄鉱⽯（百万トン） 1,047

ウラン（千トン） 47.9

レアアース（千トン） 3,768

在来型および⾮在来型原油（百万バレル） 2,438

産業化推進のために鍵となる豊富な鉱物資源

 鉱⼭開発では世界最⼤級の埋蔵量を誇る銅のオユ
トルゴイ鉱⼭、⽯炭のタバントルゴイ鉱⼭が有名
だが、他に⼿つかずの鉱床もあり、鉱物資源を梃
⼦にした⾼成⻑が期待されている。
 オユ・トルゴイにおける産出は2013年にスター
ト、その産品の輸出は同年7⽉から開始された。

 鉱業以外に競争⼒のある産業はほとんど無く、鉱
物資源･収⼊は輸出の約8割、歳⼊の約2割を占めて
おり、鉱物価格の変動に左右されるボラティリテ
ィーの⾼い経済構造である。
 最近では⽯炭価格が下落傾向で、輸出や⽯炭鉱⼭
の⼊札などにも影響を落としている。
 鉄道、道路、⾶⾏場といったインフラが整備中。
鉄道インフラ完成後、⽯炭の総輸出は2015年末
には年間3,000万トン、2017年までには5,000
万トンに増加する⾒通し

27%

20%
17%

10%

4%
7%

16%

Coal

Copper

Iron ores& Scrap

Crude oil

Zinc

Gold

Other

⽯炭

銅

鉄鉱⽯

原油

亜鉛

⾦

その他

モンゴルは世界有数の鉱物資源国

43

鉱物資源 （単位） 埋蔵量 (2013)      世界的地位

⾦ (千トン)                                                             

亜鉛 (百万トン)

鉄 (⼗億トン)                                             

石油 (十億バレル)

銅 (百万トン)                                         

石炭 (十億トン)                                                      

オイルシェール(⼗億トン)                   

2.52.5

1.71.7

1.21.2

2.42.4

117117

175.5175.5

788788

10位以内10位以内

44
蛍⽯ (百万トン） 3.83.8

10位以内10位以内

10位以内10位以内

モンゴルの東部・中央部は比較的詳細に調査されている。 ハンガイ（中西部高原地
帯）・西部はさらなる調査で大規模鉱床が発見される可能性がある。

鉱物資源の1950鉱床と8150鉱徴が国家資源登記されており、そのうち約300
鉱床だけが開発されている

10位以内10位以内
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ULAANBAATAR

Erdenet Tumurtoi

Shivee Ovoo

Tavan Tolgoi
Oyu TolgoiNariin Sukhait

Baganuur

Gurvanbulag

Tsagaan Suvarga

Dornot
Mardai

Asgat

Tumurtein
Ovoo

Boroo

Burenkhaan

銀 6.4百万トン ウラン
16千トン

銅／モリブデン鉱⽯
12百万トン

鉄鉱⽯
229.3百万トン

⾦鉱⽯
25トン

レア・アース
47.2千トン

レア・アース
339千トン

褐炭 600百万トン

燐灰⽯ 300百万トン

⽯炭
7.4⼗億トン 銅／モリブデン鉱⽯ 酸

化物10.6百万トン︔
硫化物240.1百万トン

亜鉛
7.7百万トン

ウラン
29千トン

ウラン
2.9千トン

モンゴルは今後の経済成⻑を⻑期に渡って⽀えるための豊富かつ多様な鉱物資源を保有

Mushgia khudag

冶⾦⽤の⽯炭
125.5千トン

Lugiin gol レア・アース
13.5千トン

褐炭
646.2百万トン

Khalzan
burgedei

Khotgor

銅 37百万トン、
⾦ 1,300トン

レア・アース
3,429.5千トン

産業化推進のために鍵となる豊富な鉱物資源（続き）

原料として輸出
洗炭・選炭
⾼度加⼯
エネルギー⽣産

⽯炭部⾨開発の基本⽅針

46

地質学的埋蔵量 1755 億トン
確定埋蔵量 268 億トン

地帯 石炭 % 合計

中央 71.5

95.1 %東部 23.6

西部 2.9

ハンガイ 2.0

ERINAビジネスセミナー（2015年4月17日）

©ERINA



47

プロジェクト実施の背景 :

 ⾸都ウランバートルの⼤気汚染の⼤部分（約80％）はゲル地区の家庭
のかまどからの排煙である。本案件実施によりゲル地区からの排煙削
減に寄与することができる。年間5万トンの良質な乾留ブリケットの
製造、案件成功により⽣産能⼒の拡⼤

乾式選炭プロジェクト

案件実施の背景 :

 ⾼付加価値製品の製造、⽔資源を節約する先端技術の導⼊

Төслийн онцлог:
本技術の特徴は「水を一滴も使わない」、
比較的安い経費などの長所がある。.

実験の結果、砂を用いた流動式分離技術により 10-35 mm, エア
テーブルにより 0.5-10 mmの大きさの石炭を選炭した。 灰分
9.2 %灰分であれば86.6%、灰分10%に上げれば89.6%の選炭
を確保できるのは比較的高い値である。

モンゴル側の希望する事項:
• 実験の継続実施と小規模パイロット工場の建設

2013
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2013 年現在: 

• 確定埋蔵量 3億3260万トン
• 利用確定埋蔵量 4320万トン

30 鉱区にて探鉱実施中

• すなわち、石油埋蔵量は
今後も増えていく

石油加工

49

本案件を日本の民間企業や金融機関と共同実施していきたい考えである。

目標:
モンゴル国内に共同事業で製油所を建設し、石油製品の国内需要を充たすこと

製鉄

神戸製鋼:

回転炉床炉（RHF）による年間30万トンの直接還元
鋳鉄製造能力工場の事前提案

神戸製鋼より年間30万トンの製造能力を有する
Fastmelt工場を提案。最終製品は溶銑と鋳鉄。

FASTMELT工場の技術模式図 (Fastmelt 回転炉床炉、直接還元溶解炉、鋳造機、排ガス発電所などを含む）

日本の神戸製鋼が、ダルハン製鉄所との共同事業を提案している。

日本の優れた最先端製鉄技術をモンゴルに導入したい 50
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銅精錬案件

案件実施の背景:

• 我が国の銅埋蔵量は1億1700万トンであり、世界
で⼗指に⼊るが、現状では精錬⼯場がない。

協⼒の枠組み:

• JICA「モンゴル国鋼産業分野情報収集・確認調
査」が開始されている。

モンゴル側の提案:

• 本調査案件の継続と銅精錬⼯場建設の実施

51

新規の共同事業に関する提案

レアアース:

レアアースの共同開発についての初期的
調査は実施済み。次の段階の調査を⽇本
と共同で⾏うこと、新規レアアース鉱床
の発⾒のための協⼒、⽇本の資⾦による
探鉱など協⼒関係を拡⼤していきたい。

⾦:

⾦の製錬・加⼯での協⼒が望まれる。

52
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国家政策の主要原則

53

1. 法制度・課税環境を決定する際、ステークホルダーの権益を損なわないこと

2. 市民の健康と自然環境に悪影響の少ない、最先端技術・イノベーションを支援

3. 行政と企業の開放性・透明性・責任の確保

4. 出資者の法順守、互恵的事業、企業のグッドガバナンスの支援

5. 行政は出資者に対して平等な条件で対応し、資産の形式により差別しないこと

6. 全段階の地質調査・採掘・加工事業の、法律で禁止されていない情報の公開

7. 労働安全・健康規準の国際的水準での実施

8. 鉱物資源探査・採掘事業における国の参入の適正化

鉱⼭分野のまとめ

1. ⺠主的制度と市場経済、政治的安定

2. 豊富な鉱物資源

4. 鉱⼭分野において⻑期的、わかりやすい、安定的法制度が整備

5.  モンゴルと⽇本の戦略的パートナーシップ、両国⺠間の良好な信頼関係

6. 国造りと⼯業化のスタート地点に⽴っている国

3. 巨⼤な⼆つの市場と国境を接している

モンゴルと⽇本の 相互補完的な協⼒の可能性が整っている
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農牧畜業と産業:

重⼯業 Heavy industry

軽⼯業 Light industry

⾷品加⼯ Food industry

畜産業 Animal husbandry

作物 Crop production

重⼯業 HEAVY INDUSTRY

モンゴルにおける地下資源の加⼯、⽯油化
⼯、⽯炭加⼯ /液化、ガス化、コックス化/

Consists of:
• 鉄および⾮鉄⾦属
• ⽯炭の加⼯段階を⾼める
• ⾦属加⼯、組み⽴て
• 化学⼯業
• ⼯業、テクノパック /特区/
• “Sainshand” ⼯業特区 industrial complex
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軽⼯業 LIGHT INDUSTRY

課題:

• 税的優遇策
• 雇⽤
• インフレ調整

Consists of: ⽪⾰ Leather industry

⽺⽑ Wool industry

カシミア Cashmere industry

繊維 Garment industry

材⽊ Wood industry

農業品 Agricultural stock market

⾷品加⼯
FOOD INDUSTRY

• 乳製品加⼯ Dairy industry

• ⾷⾁加⼯ Meat industry

• 製粉 Wheat industry

• 添加物 Ferment industry

• オーガニック⾷品Organic food industry

• その他の⾷品加⼯ Food production and service

/⾷品安全 Food security、基準/
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気候情報
年間平均温度 –9.0 0C TO +8.5 0C.

⼀番寒い⽉１⽉は -15 0C ⋯ -340 C. 

⼀番熱い⽉７⽉は +150C … +300C
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年間降⽔量
⼭林⼭岳地帯 300-450 MM 
草原地帯 150-300 MM 
ゴビ砂漠 50-150 MM 
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モンゴルの⾃然形態

⾃然形態

62
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モンゴルにおいて２１世紀に相応しい畜産業の
開発が⽋かせない課題である。

内容:

• 伝統的な放牧
• 酪農場
• 遺伝⼦保存
• 飼料産業
• 草地、草刈
• 獣医

畜産業の持続的発展

遊牧⺠⼾数 – 145000
遊牧⺠ – 289 000
労働⼈⼝– 30 %
/ by the end of 2013 /

⽺ ヤギ ⽜ ⾺ ラクダ

家畜総数- 45.1 million 

20.1 m 19.1 m   2.9 m 2.6 m  0.4 m

原料 数量

1 カシミア
Cashmere

6500 tons

2 ⽺⽑
Sheep wool

21000
tons

3 カメルウール
Camel wool

1100 tons

4 ⽪⾰/⼤/ 100万
pieces

5 ⽪⾰/⼩/ 900万
pieces

6 ⾷⾁ Meat 253000 tons

7 乳製品
Dairy product

4億 liters
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Key words: 種⼦、農業技術
ポテトや野菜栽培
温室栽培、 野菜⼯場
果樹園 収穫保護 灌漑
⼟の改良、保護
サイロ 等

農業データ
農地⾯積: 600 000 ha 
作付⾯積 - 260,0-290,000 ha.
耕地⾯積 - 200,0-240,000 ha. 
-作物収穫 370,0-420,000 ton. 
-1100 農業経営会社 20,000 従事者. 

ジャガイモ: -作付⾯積 - 15,0-16,000 ha. 
-収穫 - 200,0-240,000 ton.  
-340 社 60,000 農⺠.

野菜:
-作付⾯積- 6,5-7,200 ha
-収穫- 90,0-98,000 トン

-イチゴなどの果物温室、沙慈などの果樹園
サイロ:
-穀物サイロ容量 - 490,0 thousand ton.
-安全備蓄サイロ - 46,0 thousand ton.
-野菜サイロ - 173,6 thousand ton.
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SUPPLY OF TECHNOLOGY AND 
EQUIPMENT

Seed: Mechanization 100%; Technological 
renovation 60%. Family farming up to 250 ha; 
Small enterprises 251-500 hа; Medium enterprises
501-1000 ha; Large enterprises above 1001 ha

Potato: Mechanization 40%; Technological
renovation 35%. Family farming up to 3 ha; Small
enterprises 3-5 hа; Medium enterprises 5-10 ha;
Large enterprises above 10-50 ha

Vegetable: Mechanization 20%; Technological
renovation 15%. Family farming 1 ha; Small
enterprises 1-2 hа; Medium enterprises 3-5 ha;
Large enterprises above 5-10 ha

Processing after harvest: Mechanization 60%;
Technological renovation 20%. Storage capacity is
satisfactory. Potato and vegetable storage 173,0
thousand ton, Harvest of 340,0 thousand ton says
that supply is 50%.

肥料

雑草剤、農薬

防⾵林

/5000 ha/

農地加⼯の課題
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⾷⾁加⼯の⽬標

現状 /2013

1. 年間- 249,700 ton ⾁

2. ⼯場加⼯ 22,100 ton

/ 全体の4,8%

3. ⾷⾁輸出 3000 ton

4. 加⼯品輸出 800 ton

実施

.

⽬標 2016

1. 年間- 248,000 ton 

⾺⾁ -446,000 頭 ⽜⾁ -542,000 頭 マトン -

3,200,000.頭 ヤギ⾁ -3,100,000 頭

毎年７４０万頭

2. ⼯場加⼯ - 54,000 ton/ 全体の21,7%

3. ⾷⾁輸出 -31,000 тon/ 

4. 加⼯品輸出- 11,400 ton

屠殺場 - 41

⾷⾁⼯場
ハム⼯場 - 131
半製品⼯場 - 21  

НАССР 基準⼯場 2

4
3

2

1

3
2

3

3
2

6

1

2

1

1

1

1

1

2

1
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Grading and 
packing

Conserv
ation

Processin
g of 

bones

Biotechnolo
gical raw 
material

Processing 
guts

Semi-processing of guts

Slaughtering unit 8 plants30 plants

Freeze 
totallyTo dry

Carcas
s

Guts take 
out

Skin 
removal

Blood 
pump 

out

Slaughte
ring

5 plants

Meat grading by 
muscle / leg

Level of technologies of meat plants

Biotechnol
ogical raw 

material

Meat Plant

⽊材加⼯業

400社、5000 従業員、/総⽣産の
2-3% /
無垢材、板、家具, 家、建材, Gerの建材, 楽器, おも
ちゃ, お⼟産品、薪など.
40% 国内調達、60% 輸⼊
ドア、キッチェン家具の50% が国内⽣産
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Over 1000 forest cooperatives, 90 
Entities, 

20000 persons, 15 % of forest 
resourceForest salvage resource 64 mln м3

•To provide raw materials for over 300 
enterprises by producing 30000 м3 
wood veener. 
•It will replace the 10 mln $ import. 

To prepare 60000 tons of 
chips annually with the 
trading of 4.2 billion MNT. 

Reduce the air pollution of 
the capital city by 
producing 25000 tons of 
tight firewood. 

•The risk of forest fire and insects’ injury will reduce by
forest cleaning.
•Ойн хаягдлыг эдийн засгийн эргэлтэнд оруулна.
•The forest cooperatives will strengthen and will be
provided by financing.
•Local production will increase by 1.5 times and the
import amount will decrease.
•Creation of 2000 new jobs.
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69.3 58.0
39.9 49.0 46.0
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伐採量 単位１０００⽴⽶

Хэрэглээ Түлээ

森林事業の現状
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植林事業

 植林面積 12000 ha  

 政府の‘Green Belt’ プログラムで 200 ha. 75

モンゴルの⽔域に住む⿂

モンゴルに⽣態する⿂の分類:

中央アジアの内陸系⋯１０種

北極海公開⽔域 ⋯22種

太平洋河川流域 ⋯43種
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漁業
There are 8 orders,
13 families, 44
genus, 74 species
of fish distributed in
Mongolia. /2001,
G.Baasanjav, Ya. Tsend-

Ayush/.
And over 30 fish
species are for
fishing purpose.

Esocidae
Esox lucius

Thymallidae
Thymallus nigrescens

77

SALMONIDAE

Brachymystax lenok

Hucho taimen

Хилэмийнхэн 

Acipenser baeri

Acipenser schrencki
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COREGONIDAE

Coregonus migratorius

Coregonus peled

Cyprinidae

Cyprinus carpio

Carassius carassius

漁業データー

Indicator/year 2010-2013 Goal for 2016

Supply

国内調達量, ton 240,0-450,0 増加
輸出, ton 39,5-80,0 5%増加
輸⼊, ton 250,0-500,0 減少

国内の需要 /⼈⼝からの計算, ton/ 1 146,8
ウラーンバータルの需要, ton 524,0
⼀⼈当たりの消費, kg 0,2-0,3 0,4

都市部の供給, % 17,4% 25%-30% 分を国内で
養殖場 - 2

⿂加⼯会社 3 6

科学者、専⾨家の計算ではモンゴルの漁業資源は
年間1,000トン. 国内の⿂の消費が⼀⼈当たり 0.2-
0.3kgであるのは世界の平均18kgに遠く及ばず。
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道路運輸分野

MINISTRY OF ROADS AND 
TRANSPORTATION

81

ROAD
SECTOR

交通運輸
省

道路建設
会社405

コンサルタント、

設計、 会社 23

道路修理

補修 会社 23

組合
NPO 7

道路分野
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Road classification under Sub-clause 11 of “Law of Road” (1998.01.02):
1.International road
2.State roads
3.Local roads
4.Domestic roads of Organization and Factory

Specific roads

国道

12 722 km
国際

道路

4 333
km

地⽅道

36 528 
km

全国

道路

49 250 
km

道路の分類

合計
国道 12 722 km

舗装道

路
2967 
km; …

⼯事中
3494 km, 

27%

改善

道…

鉄筋コンク

リット橋, 

663, 71%

⽊材橋
384, 29%

橋

国道ネットワーク
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1/ Borshoo –
Ulaangom –
Hovd – Yarantai
highway border
infrastructure of
vertical axis;

2/ Ereеntsav
– Choibalsan –
Baruun-Urt –
Bichigt border
infrastructure of
vertical axis

アジア⾼速道路構想

Bichigt

AH-4
AH-3

国境道路 MONGOLIA-RUSSIA  
MONGOLIA-CHINA
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MINISTRY OF ROADS AND 
TRANSPORTATION

鉄道開発

87

STATE POLICY ON RAILWAY TRANSPORTATION

(PARLIAMENT RESOLUTION NO.32, JUNE 24, 2010)

Phase I  - appr. 1100 km
Phase II - appr. 900 km
Phase III - appr. 3600 km

Existing railways

New railway project
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MINERALS OUTPUT FORECAST 

 There are three mines considered in the model which are likely to produce ~100 
Mtpa “RUN OF MINE” in 2020

New railway project
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MONGOLIA TRANSIT CORRIDORS AND ACCESS TO SEAPORTS

New railway project

“NEW RAILWAY” Project
(Government Resolution No.121, November 3, 2012)

Phase I, II 1,800 km

Investment USD ~ 5.2 bn

Time frame 2013-2016

New railway project
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2013 :
-Embankment works
- Front-end engineering design (FEED

IMPLEMENTATION PLAN, 2013-2016

(Government Resolution No.121, November 3, 2012)
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“NEW RAILWAY” PROJECT IMPLEMENTATION

Legal basis:
▪ State policy on railway transportation, 2010
▪ Recommendations of National Security Council
▪ Parliament resolution No.46 of 2011
▪ Feasibility study
▪ Government resolution No. 121 of 2012

MTZ

Main 
contractor

Project 
company 

(SPV)
Investors

Banks and 
financiers 60%

Issuance of corresponding licenses:
• License
• Concession
• Land
• Permissions

49%

51%

Government of 
Mongolia

EPC EPC EPC

BOT,
will be transferred 100%

New railway project

Financial 
Consultant

Legal 
Consultant

Technical 
Consultant

Owner’s
engineer

Phase I, II size 1,800 km

Investment US$ 5.2 bn

Time frame 2013-2016

EPC 
Contractorontractor

Samsung C&T 
Corporation

Railway Length 225 км

Subcontractors for 
Earthwork Total of 12 companies

Project duration 2013-2015  

Axle load 25 tonn

Main works

• 2 stations
• 5 passing stations
• 16 bridges
• 132 animal crossing 

and culverts

Earthworks 70%  complete

“NEW RAILWAY” PROJECT: 
UKHAA KHUDAG - GASHUUN SUKHAIT RAILWAY CONSTRUCTION 

PROGRESS

New railway project

96
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UHG – GS RAILWAY CONSTRUCTION PROGRESS

New railway project

Nippon Koei

Ukhaa khudag – Tavan tolgoi – Sainshand –
Baruun Urt – Khuut – Choibalsan – Ereen

tsav, Khuut – Bichigt

2013-2014

FEED complete - 85%

“NEW RAILWAY” PROJECT:
TAVANTOLGOI- SAINSHAND – KHUUT – BICHIGT – EREENTSAV FEED DEVELPOPMENT PROGRESS
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モンゴル国エネルギーの統⼀システム

⻄部エネルギー
システム アルタイウリアスタイ

エネルギーシステム 中部エネルギー
システム

東部エネルギー
システム

南部エネルギー
システム

現状
1

2013年のエネルギー⽣産
51,2408 億 ＫVＨ

火力発電所

50,14 億ｋWh

79,4 %

輸入

11,90 億 ｋWh

18,8 %

水力発電所

0,59 億 ｋWｈ

0,9 %

ディゼル発電︓

0,05 億 kWh 0,1 %

太陽, 風力

0,52 億 kWh

0,8 %

現状
2

ERINAビジネスセミナー（2015年4月17日）

©ERINA



エネルギー予備調査

⽯炭: 太陽:

3

モンゴルでは170兆ト
ンの⽯炭が備えてい
ます。

承認された⽯炭予備
が22兆トン

太陽のエネルギーは平均
1400kWh/m2/年、補⼒
⼀⽇4.3-4.7kWh/m2

⽔⼒: ⾵⼒:

エネルギー予備調査

液化天然ガス

4

南ゴビにおける⾵⼒エネル
ギーは1100GWtまで

⽯炭⽔平に置けるメタン予備
は5-10百兆トン、
液化天然ガス予備が20兆トン
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タバントルゴイ⽕⼒発電所

使⽤⽯炭:タバントルゴイ⾼⼭⽯炭

⽯炭需要:年間 －1.42百万トン

実施中のプロジェクト 5

ウランバータル第5⽕⼒発電所450MW 

使⽤⽯炭:シヴェーオヴぉ－、バガヌ
－ル⾼⼭⽯炭

⽯炭需要: 年間2,6万トン

実施中のプロジェクト 6
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“第4⽕⼒発電所” 国営会社で現在に⾄る
⽇本の援助で実施されたプロジェクト

1. 1995-2004 年の間4.5兆円のロー
ンで実施された第⼀改造プロジェ
クト成
功した

2. 2001-2008 年の間実施された6,1
兆円のローンで実施された第⼆改
造プロジェクトが成功した

3. 2014-2018 年の間4,2兆円のロー
ンで実施中の効率改善プロジェク
ト

実施中のプロジェクト 7

105

オユトルゴイ-ツァガンスヴァラグの２回線
２２０ｋWの送電線プロジェクト

送電可能⼒
≈ 300 MW 

実施中のプロジェクト 8

ERINAビジネスセミナー（2015年4月17日）

©ERINA



計画中のプロジェクト

発電所、⾼圧送電線サブステーションプロジェクト
ウランバータル⾸都の中⼼部にあける110ｋWと35ｋW
の地下サブステーションプロジェクト

再⽣可能エネルギーを使⽤したGreen cityとsmart city
プロジェクト

アジアスーパーギリッド、ゴビテクプロジェクト
⾵⼒エネルギを利⽤した100ゲガ発電所プロジェクト

ソフトバンクとNew Com
9

ウランバータル第
5⽕⼒発電所

450MW 

タバントルゴ
イ⽕⼒発電所

450 MВт

東部⽕⼒
発電所

100 MW

政策範囲で計画されている発電所と
⾼圧送電線とサブステーション

エギ－ン⽔⼒
発電所

220 MW 

テルメン⽕⼒
発電所

100 MW

シヴェーオヴぉ－
⽕⼒発電所

270 MW

バガヌール⽕
⼒発電所
700 MW

⻄部⽕⼒発電所
60 MW

サインシャンド⾵⼒発
電施設 52 MW

シュレン⽔⼒
発電所 300MW

ランバータル-マンダルゴビ⾼圧送電線 、サブステー
ション

バガヌール-ウンヅルハーン-チョイバル
サン

220 кW送電線、サブステーション

10

モンゴル国エネルギーの統⼀システム
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ウランバータル⾸都の中⼼部における110ＫWと35ＫWの
地下サブステーションプロジェクト

№ プロジェクト名 予算

1 調査と研究ラブ 4,3 百万ドル

2 地下サブステーション 37 百万ドル

3 ⻄と南サブステーションの改造 37 百万ドル

4 110 кWの第109, 110 送電線改善 2,2 百ドル

5 動式のサブステーション 10 百万ドル

6 第4地区の⾃動配給システムを導⼊ 30 百万ドル

11

アジアスーパーグリッド, ゴビテク

12

アジア
スーパーグリッド
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最後に投資と新潟県との協⼒関係について

112

モンゴル投資の魅⼒

●投資スピードの速さ・低コスト、⼿続きの迅速さ

 Doing Business (IFC, World Bank) :   ８０位（2013）→ ７６位（2014）

●インフラ建設ブーム、⾼中所得層の拡⼤

 PCコンクリートや鉄鋼製品など、輸⼊代替産業への投資奨励

●海外留学者を基盤とする優秀な⼈材のネットワーク

 Invest Mongolia Agency （経済開発省）の新設（2013）
投資法に基づく、外国企業向け「租税安定化証明」の発⾏による投資奨励

所得格差、失業率などの懸念はあるも、消費ボリュームゾーンは急速に拡⼤

信頼できる「⽔先案内⼈」さえ掴めれば、経済社会へのアクセスが⽐較
的容易狭い社会・市場ならでは、の⼈的ネットワークの拡げやすさ

表舞台に出始めた、優秀な海外留学組（ʻ第3世代ʼ）
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 ⼤きな市場に隣接する地理的な位置
 ロシアと中国との善隣外交の推進
 貿易相⼿国の多様化、主要輸出産品の

多様化に向けての政策
 新投資法が国会で採択（2013年11

⽉）
 国会が鉱業分野における国家政策を採

択（2014年1⽉）

貿易及び直接投資に魅⼒的な環境

中国
88%

ロシア
1.4%

その他
10.6%

モンゴル

ロシア

中国

►1997年よりWTOに加盟
►23カ国と⼆国間貿易協定
►44カ国と⼆国間投資協定
►現在、⽇本国とモンゴルにとって初めて
の⼆国間ＦＴＡを交渉中

►ＡＰＴＡ（バンコク協定）への参加も交
渉中

ロシ

ア
27%

中国
27%

その

他
46%

活況な近隣2カ国との貿易 – ロシアと中国

2013年上半期の輸入

2013年上半期の輸
出

出所: モンゴル国家統計局

貿易に関する法的状況

(百万米ドル)

貿易総額 輸出額 輸入額 貿易収支

モンゴルの対外貿易

将来への期待と共に課題も多いモンゴル
１．国レベルの問題

■政策⾯の不安定さ／マクロ経済運営への不安

■官庁所管業務の不明確さ・⼈材不⾜、官庁間の連携不⾜

２．企業レベルの問題

■法整備・投資ビジネス関連諸制度整備の遅れ、情報サービスの不備

■技術系⼈材、技能労働⼒育成の遅れ →「コウセン」「⼯学系⼈材」の動き
に注⽬

■困難な資⾦調達、市中⾦利の⾼⽌まり （ノンバンク、バーター取引）
→JICAツーステップローンの貢献⼤

■経営マネジメント、⼈材管理・育成に対する経営者の知識経験不⾜
→モンゴル・⽇本センターの貢献⼤

■投資インフラ整備の遅れ

■資⾦流動性の低さ、トリックル・ダウン・所得分配メカニズムの不⾜

■登録企業９．９万社の９０％は、従業員１０名未満の零細企業

■家族経営・オーナー企業から来る企業ガバナンスの低さ→但し変わりつつある
■優秀な⼈材は多いが、定着度が低く、⼈材育成コストの回収に課題

114
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⽇本とモンゴル

■⼈⼝あたりの訪⽇留学⽣数は世界⼀
・ガントゥムル教育⼤⾂、ガンホヤグ鉱業⼤⾂は帰国留学
⽣
・帰国留学⽣会（ＪＵＧＡＭＯ会）、⾼専クラブ

■政府開発援助（ＯＤＡ）を通じて培われた、⽇本の
「品質」への信頼感
・第４⽕⼒、太陽道路、太陽橋、⽇本センター、学校建
設・・・・法整備⽀援、初等教育⽀援、ＵＢ都市計画、ツーステップローン・・・

■経済連携協定（ＥＰＡ）締結・・・

・企業⼈や学識者など、各界で多くの帰国留学⽣が活躍

・政府全体での「⽇本留学組」は約４００名

・ 投資や進出に極めて慎重な⽇本に対するとってもメリット
115

✔ 情報が少ない、情報源がわからない
✔ 誰に相談したらよいか、わからない
✔ どのようにパートナー探しをすればよいか、わからない
✔ 企業視察もしたいが、誰に頼んだらよいか、わからない

モンゴル⼤使館があります︕

モンゴルを⽬指す⽇本企業が抱える不安
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 モ・⽇関係の現在

 戦略的なパ－トナ－シップ（2010年〜）

 ⾼レベル訪問の機会の拡⼤（⾸脳レベル、外相レベル）
 政治・安全保障分野における対話（外務省、関係省庁間の各種戦略対話の定期化）
 経済分野における対話︓官⺠合同協議会、関係する省庁間対話
 ⽂化、芸術、教育、スポーツ交流の促進
 地域、国際場裏における協⼒関係の強化

 我々のアセットは︖
 共有する価値観
 相互に対する不思議な親近感とシンパシ－
 困った時に助け合う精神

モンゴル・⽇本関係

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012(June)
0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013年…

2013年3⽉ 安倍⾸相のモンゴル訪問
“エルチ (モンゴル語で活⼒) ・イニシアティブ“ 両国のリーダーにより合意
2013年9⽉ アルタンフヤグ⾸相の来⽇
• 両国⾸相は中期的⾏動計画（2013-2015）に署名
• 投資、ビジネス環境の整備、⺠間企業ベースでの協⼒関係の拡⼤
 経済連携協定 (EPA) 
 ⽇本・モンゴル貿易投資官⺠合同協議会
 環境、インフラ分野での協⼒、⼈的資源の育成、モンゴルの開発プロジェク
トへの⽇本の参⼊増加

モンゴルに対する⽇本の直接投資額
⽇モンゴル間の総貿易額
（総輸出額及び総輸⼊額）

(＄Ｕ
Ｓ
1000)

出所：モンゴル統計局 出所：モンゴル経済開発省、外国投資調整登録局

(＄ＵＳ
1000)

モ・⽇経済パートナ－シップ
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中期的⾏動計画
経済分野での協⼒

 両政府は、モンゴル国の⽯炭を⻑期的かつ安定的に⽇本国に供給することについて意⾒交換を⾏い，実現するため
に努⼒する。

 両政府は，都市建設，都市計画，建築基準の改善において協⼒する。

 両政府は，⾷⾁や乳製品等の加⼯や新たなブランドの開発，灌漑農業の開発を含む農牧業分野における技術⽀援及
び⼈材育成において協⼒する。

 両政府は，サインシャンド重⼯業団地の建設，製鉄⼯場の建設，鋼鉄及び銅製錬⼯場の建設，炭⽥に依拠した発電
所建設に関し，⺠間への情報提供を通じて協⼒する。

 両政府は，モンゴル国における観光部⾨の開発，ホテル及びツーリスト・キャンプの建設並びにそれらの経営改善
で協⼒する。

 両政府は，モンゴル国の低炭素発展の実現に資する⼆国間クレジット制度（ＪＣＭ）に関し，２０１３年に第１回
合同委員会を開催し，実施に向けた基盤が整備されたことを歓迎し，同制度に基づくプロジェクトを官⺠が緊密に
連携しつつ実施する。

 両政府は，モンゴル国の再⽣可能エネルギー資源の活⽤に向けて努⼒する
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 戦略的なパ－トナ－シップ（2010年〜）
 ⾼レベル訪問の機会の拡⼤（⾸脳レベル、外相レベル）
 政治・安全保障分野における対話（外務省、関係省庁間の各種戦略対話
の定期化）

 経済分野における対話︓官⺠合同協議会、関係する省庁間対話
 ⽂化、芸術、教育、スポーツ交流の促進
 地域、国際場裏における協⼒関係の強化

 我々のアセットは︖
 共有する価値観
 相互に対する不思議な親近感とシンパシ－
 困った時に助け合う精神

モンゴル・⽇本関係
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• モンゴルに対する⽇本の援助総額は約20億⽶ドルである。
• ⽇本からモンゴルへの直接投資総額は約2億⽶ドルである。

• 投資、ビジネス環境の整備、⺠間企業ベースでの協⼒関係が拡⼤している。

 経済連携協定 (EPA) 

 ⽇本・モンゴル貿易投資官⺠合同協議会

 環境、インフラ分野での協⼒

 ⼈的資源の育成 /⼯学系⼈材育成、技能研修⽣派遣など/

 モンゴルの開発プロジェクトへの⽇本の参⼊増加

モ・⽇経済パートナ－シップ

 2013年3⽉ 安倍⾸相のモンゴル訪問
安倍⾸相により“エルチ (モンゴル語で活⼒) ・イニシアティブ“が提唱された。

2013年9⽉ アルタンフヤグ⾸相の来⽇
両国⾸相は中期的⾏動計画（2013-2015）に署名した。

 2014年7⽉ エルベグドルジ⼤統領の来⽇

 ⽇本・モンゴル間ＥＰＡの⼤筋合意（2014年7⽉）が達せられた。
 モンゴルの輸出と産業多⾓化を促進するためのʻエルチ・イニシアティブ・プラスʼ が合意された。
 両国企業が参加した⼤規模なフォ－ラムの開催

 2015年2⽉ サイハンビレグ⾸相来⽇の際にモンゴル・⽇本EPAが締結
2⽉ モンゴル国会が承認

モ・⽇経済パートナ－シップ
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モ・⽇経済パートナ－シップ〜
EPAが与える可能性

－往復貿易の約96％を協定発効後10年間で関税撤廃

－モンゴルは日本からの輸入額の約96％を10年間で無税に
残り４％︓中古タイヤ，製造から10年超の⾃動⾞，紙巻たばこ等。

－日本はモンゴルの輸入額の100％を10年間で無税に

結果的には、両国は高いレベルのEPAを締結し、モンゴルと日本の企業に対し大きな機会と
ビジネスチャンスを提供

日本からモンゴルへの無税輸出の割合が、現状の総輸出の1％未満から発効後即時に
約50％、10年間で96％まで拡大

モンゴルから日本への市場アクセスに関しては：

鉱工業品は即時関税撤廃又は10年以内に段階的に関税撤廃

農林水産品では一部の牛肉調製品は関税割当

自動車及び

自動車部品 66.4%

一般機械

（建設用

機械含む）

18.5%

化学工業製品

（ゴム・タイヤ含

む） 5.1%

農林産品, 4.7%

電気機械 1.8%
精密機械 1.4% その他 2.1%

石炭

53.0%

鉱物性製品

（ほたる石等）25.0%

繊維衣料製品

（カシミヤ製品等）

15.4%

一般機械

（原動機等）

4.5%

その他

2.0%

現在はほとんどの品目で
一律5％。（例外：医療機
器，集積回路等（0％），野
菜の一部（15％）等）

現行の関税は0～11％

出典：2012年

財務省貿易統計

日本からモンゴルへの無税輸出の割合が，現状の総輸出額の1％未
満から，発効後即時に約50％，10年間で約96％まで拡大

◆鉱工業品
●自動車及び自動車部品：
主力の4500cc以下の完成車(製造後0～3年)は即時関税撤廃，自動車部品及
びその他の完成車はほとんどが10年以内の関税撤廃 (総輸出額の7割弱)
●一般機械：
主力の建設用機械(ブルドーザー等)の即時関税撤廃を含む10年以内の段階
的関税撤廃（総輸出額の20％弱）

◆農林水産品
●切り花，果実，味噌・醤油等： 即時撤廃又は段階的関税撤廃

◆その他
●清酒及び焼酎： 即時関税撤廃

日本からモンゴルへの無税輸出の割合が，現状の総輸出額の1％未
満から，発効後即時に約50％，10年間で約96％まで拡大

◆鉱工業品
●自動車及び自動車部品：
主力の4500cc以下の完成車(製造後0～3年)は即時関税撤廃，自動車部品及
びその他の完成車はほとんどが10年以内の関税撤廃 (総輸出額の7割弱)
●一般機械：
主力の建設用機械(ブルドーザー等)の即時関税撤廃を含む10年以内の段階
的関税撤廃（総輸出額の20％弱）

◆農林水産品
●切り花，果実，味噌・醤油等： 即時撤廃又は段階的関税撤廃

◆その他
●清酒及び焼酎： 即時関税撤廃

出典：2012年

モンゴル政府統計

●貿易の拡大やエネルギー・鉱物資源分野等における投資環境の改善を通じて，モンゴルとの「戦略的パートナーシップ」を一層強化。
●モンゴルからのエネルギー・鉱物資源の安定供給に寄与（石炭，ほたる石，レアメタルを輸入。モンゴルは，金，銅等も産出。）
●民主化・市場経済化し，今後も中長期的な高成長が見込まれるモンゴルの経済成長を日本の経済成長に取り込む。
●物品貿易，サービス，投資，電子商取引，競争，知的財産等のルールを盛り込んだ包括的な協定。モンゴルにとって初の経済連携協定。

モンゴル←日本
約399億円

モンゴル→日本
約19億円

日・モンゴル間の貿易構造

往復貿易額の約96％を
協定発効後10年間で関税撤廃

日本はモンゴルからの輸入額
の100％を10年間で無税に

（2012年財務省貿易統計)

モンゴルは日本からの輸入額
の約96％を10年間で無税に

(2012年モンゴル政府統計)

◆鉱工業品
ほぼ全ての品目について即時関
税撤廃又は10年以内の段階的
関税撤廃

◆農林水産品
●一部の牛肉調製品等： 関税割
当（現時点で輸入実績なし）

●ペットフード：
即時関税撤廃又は10年以内の
段階的関税撤廃（現時点で輸入
実績なし）

◆鉱工業品
ほぼ全ての品目について即時関
税撤廃又は10年以内の段階的
関税撤廃

◆農林水産品
●一部の牛肉調製品等： 関税割
当（現時点で輸入実績なし）

●ペットフード：
即時関税撤廃又は10年以内の
段階的関税撤廃（現時点で輸入
実績なし）

日・モンゴル経済連携協定

交渉の経緯

意 義

> 2009年6月

バヤル首相（当時）が麻生総
理（当時）に経済連携協定の
締結を要望

> 2010年6月～2011年3月

官民共同研究

> 2012年3月

野田総理(当時)とバトボル
ド首相(当時)の日モンゴル
首脳会談で交渉開始を決定

> 2012年6月～2014年7月

7回の交渉会合

> 2014年7月

エルベグドルジ大統領
の訪日時に大筋合意

> 2015年2月

サイハンビレグ首相の訪日
時に署名

モンゴル市場へのアクセス 日本市場へのアクセス

モンゴルの人口：約293万人
モンゴル一人当たりGDP：3,964米ﾄﾞﾙ

モンゴル在留登録の邦人数：420名

在モンゴルの日本企業拠点数：225

（いずれも2013年度版データ）

日本はモンゴルにとり
第5位の貿易相手国

モンゴルは日本にとり
第74位の輸出相手国
第127位の輸入相手国
（総額はデータなし）

1位 中国
2位 ﾛｼｱ
3位 韓国
4位 米国

総貿易額
1位 中国
2位 米国
3位 韓国
4位 豪州

コークスは
3.2％から即時
撤廃、それ以
外はそもそも
無税

塩は10年で
段階的撤廃、
それ以外は
そもそも無税

全て自由化
（ほぼ即時撤廃）

実績はないがモンゴル政府
からの要望が強かったもの

製造後7～9年の中古車は10年後に5％から0％に（ｻﾄﾞﾝﾃﾞｽ）。
製造後10年以上の中古車は関税（5％）維持。
製造から3年以上のバス等が再交渉。

望遠鏡のレンズ，製鉄の融剤。

残り４％：中古タイヤ，
製造から10年超の自動車，
紙巻たばこ等。

コーンビーフ（21.3%），
ビーフジャーキー(10%)等

モリブデン鉱（強度を増すためにステンレス鋼等に合金添加物と
して利用する等の用途）の輸入が多い。

具体的には次頁「投資」の下線部のとおり。

即時関税撤廃例：練炭・豆炭:3.9%→0%
カシミヤ衣料製品:10.9%→0%

段階的関税撤廃例：
いぐさ製すだれ:6%→0%(10年)，
青銅製の板:3%→0%(3年)

即時撤廃例：
切り花:5%→0%，りんご:5%→0%

段階的関税撤廃例：
苺:5%→0%（５年），味噌：5%→0%（５年），
醤油：5%→0%（10年）

輸出相手国：①米国，②中国，③韓国，④台湾 輸入相手国：①中国，②米国，③豪州，④サウジ（2013年，財務省貿易統計）

税率2割減，枠数量60t（年28tずつ拡大）→6年目200t

自動車用エンジンの部分品等（注：継続して輸入があるわけでない。）
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サービスの貿易
両国間のサービスの貿易を促進するため，市場アクセス，内国民
待遇，最恵国待遇，透明性等の規律について規定。
GATSの下での約束を超える自由化を約束。

競争
反競争的行為を規制するため，双方の当局が自国の法令に従って適切
と認める措置をとる旨規定。
また，当局間の具体的な協力手続等について規定。

物品一般ルール・原産地規則
関税の撤廃又は削減，内国民待遇の供与等の義務のほか，二国間
セーフガード措置を規定。
エネルギー・鉱物資源を含む両国の関心品目について輸出入規制
措置を導入する場合の情報提供を規定。
特恵関税の対象となる原産品の認定基準・手続等を規定。

知的財産
透明性確保及び手続簡素化の観点から，出願に関連する情報の公開等
について規定。
知的財産の保護及び知的財産権の行使の強化のため，周知商標の保
護，非開示情報の保護，商標権・著作権侵害物品の輸入に関する税関
当局の職権による取締り権限の付与等を規定。

自然人の移動
短期商用訪問者，企業内転勤者，投資家等及びそれらの配偶者・
子等の入国及び一時的な滞在を約束。
入国・一時的滞在に関する手続の透明性の確保についても規定。

ビジネス環境の整備
両国政府・民間の専門家の参加を得て，事業活動を遂行する両国の企
業のためのビジネス環境の整備・向上を検討する小委員会を設置。
相手国の企業からの苦情及び照会の受領等を任務とする連絡事務所の
設置を規定。

電子商取引
電子商取引の促進のため，電子的送信に対する関税の不賦課，デジタ
ル・プロダクトの無差別待遇，消費者保護等を規定。
自国でのビジネスの条件として自国内へのコンピュータ施設の設置等
を求めることの禁止を規定（我が国EPAで初。）。

税関手続及び貿易円滑化
物品の貿易を円滑化するため，税関手続の透明性の確保，物品の
速やかな通関のための措置，事前教示，両国の税関当局の協力及
び情報の交換等を規定。

強制規格，任意規格及び適合性評価手続
貿易の促進を目的として，国際規格の利用，強制規格の策定，適
合性評価手続の結果の受入れ等について規定。小委員会を設置。

投資
既存の日・モンゴル投資協定を上回る内容。
投資許可段階の内国民待遇・最恵国待遇の付与，技術ライセンス契約
に対する政府の介入の禁止（ロイヤリティ規制の禁止：我が国EPAで
初。），エネルギー・鉱物資源を含むあらゆる分野における公正衡平
待遇及び投資家・政府間の契約遵守の義務付け，投資家と国家間の紛
争解決（ISD条項）等を規定。

衛生植物検疫措置
衛生植物検疫措置（SPS措置）の国際基準への調和に関する協
力，同等性の認定について規定。小委員会を設置。

協力
農林水産（フード・バリューチェーン等），中小企業，観光，情報通
信技術，環境等の分野において協力を促進する旨規定。

日・モンゴル経済連携協定に含まれる主な分野

モンゴル側の約束
・分野の拡大：電子計算機サービス及び関連サービス，不動産に係る
サービス，高等教育サービス
・条件・制限の縮小：小売りサービスの第３モードについて制限を撤廃。

旧投資協定は，本ＥＰＡの発効日に終了。

私契約に規定された非開示情報の保護期間を制限する措置，非開示情報の開示を正当
な理由なく強制する措置の禁止等。

前頁参照
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KEISEIMASAKI 
construction 
ケイセイマサキ建設
keiseimasaki 
construction
company Co., Ltd.

モンゴル市場に挑む⽇本企業・⽇系企業

（モンゴル・⽇本センターとコンタクトのある⽇本企業・⽇系企業の⼀部を無作為に紹介しています）
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モンゴルと新潟県の協⼒
モンゴル側の関⼼分野︓
 企業間交流、中⼩企業育成、農産品・⾷糧製品の加⼯
 環境にやさしい最新の技術の導⼊
 天然資源の輸出
 ⽂化交流・⻘少年交流事業

今後の課題
- 地⽅交流推進︓新潟県とモンゴルの直接交流の促進
- 企業間交流︓投資セミナ－開催、経済ミッション派遣
- 相互認識の深化︓⼈的交流の促進、相互訪問の実施（新潟県だけでなくモンゴルでもイベントを開催する）
- ⼈材育成、留学⽣、技能研修⽣交流
- ⽂化、芸術及び学術における協⼒の促進
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ご清聴ありがとうございます。
皆様のご活躍を祈ります。
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